
 
 

大阪大学蛋白質研究所教授会議事要旨 
 
 
開催日時：令和２年９月１７日（木）１３：３９～１５：２２ 
開催場所：オンライン開催  
出席人数：２２名 

 
○前回議事要旨（案）の確認 
議事に先立ち、前回（７月２２日（水））教授会議事要旨（案）について確認があり承認された。 

 

 

議    事 
 
【協議事項】 
１．蛋白質高次機能学研究部門分子発生学研究室助教の選考について          

最終候補者を蛋白質高次機能学研究部門分子発生学研究室・助教として令和３年１月 1日付けで採用す

ることについて提案があり、審議した結果、承認された。 

おって、運営協議会に諮問する旨説明があった。 

 

２．蛋白質高次機能学研究部門分子発生学研究室特任助教（常勤）の選考について    

    ９月８日開催の所長補佐会議にて選考委員会を設置し選考を行った候補者の採用について提案があり、

審議した結果、承認された。 

 

３．附属蛋白質解析先端研究センター分子創製学研究室准教授または助教選考委員会の設置について 

    分子創製学研究室主任から、准教授または助教に係る選考依頼の連絡を受け、教員選考委員会の設置に

ついて提案があり、審議した結果、承認された。 

    引き続き、教員選考委員会について、４名の教員を委員とすることが提案され、審議した結果、承認さ

れた。 

 

４．マトリクソーム科学（ニッピ）寄附研究部門の設置期間の更新について          

マトリクソーム科学（ニッピ）寄附研究部門の設置期間の更新について提案があり、審議した結果、承

認された。 

 

５．所内内規等の一部改正について                            

所内内規等の一部改正について提案があり、審議した結果、承認された。 

    

６．学内委員・所内委員の選出について                          

学内委員及び所内委員の選出について提案があり、審議した結果、承認された。 

 

７．台湾国立清華大学との学術交流協定の更新について                   

台湾国立清華大学との部局間学術交流協定の更新について提案があり、審議した結果、承認された。 

 

  

【報告事項】  

１．各種委員会等報告について 

所長の他、各委員から以下の各種委員会１３件の報告があった。 

  

【学内委員会】 

   教育研究評議会（９月１６日開催）、部局長会議（９月１６日開催）、医歯薬生命系戦略会議（９月１６

日開催）、理工情報系戦略会議（９月１６日開催）、適塾記念センター運営委員会（９月１６日開催）、発

明委員会（９月１６日開催）、国際交流委員会（７月２８日開催）、吹田地区事業場安全衛生委員会（８月

７日、９月４日開催）、遺伝子組換え実験安全委員会（９月１０日開催）、研究倫理審査委員会（９月１１

日開催） 



 

【所内委員会】 

   共同利用・共同研究委員会（９月１０日開催）、共通施設運営委員会（９月１０日開催）、研究倫理審査

委員会（９月１０日開催） 

 

２．研究所改組について                                   

研究所及びセンターの改組について、令和２年７月２９日付で承認されたこと及び１０月１日からの組

織及び英語名称の一部変更について報告があった。 

 

３．外部評価について                                    

外部評価の実施予定について報告があった。 

 

４．令和２年度間接経費の使用について                            

令和２年度間接経費の使用について報告があった。 

 

５．一時研究従事の受入れについて                             

一時研究従事の受入れ１件について報告があった。 

 

６．８月度エネルギー使用量一覧表について                         

資料８に基づき、８月度のエネルギー使用量について報告があった。 

 

７．その他  

   ・ＦＤ講習会の開催について 

      ＦＤ講習会の開催予定について発言があった。 

・５１０室、６１５室の利用について  

５１０室、６１５室の利用を開始することについて報告があった。 

 ・令和２年度予算執行状況について  

令和２年度の予算執行状況について発言があった。 

 

 

◆次回教授会開催予定日は、１０月１５日（木）所内産学官連携問題委員会（１３時半開始）終了後に開催予 

定である旨説明があった。 

 

以  上 
 

 


